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祭
神
の
荒
魂
と
は

　

当
社
の
ご
祭
神
は
大お
お
き
び
つ
ひ
こ
の
み
こ
と
あ
ら
み
た
ま

吉
備
津
彦
命
荒
魂
と
さ
れ
て
お

り
、
祭
神
の
後
に
「
荒あ
ら
み
た
ま魂」
と
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

県
内
の
神
社
の
祭
神
を
調
べ
て
み
て
も
、
こ
の
よ
う

な
例
は
殆
ど
無
い
。

　

神
の
御み
た
ま魂
に
は
荒
魂
の
働
き
と
、
和に
ぎ
み
た
ま
魂
の
働
き
が
あ

り
、
和
魂
に
は
更
に
幸さ
き
み
た
ま
魂
と
奇く
し
み
た
ま
魂
と
い
う
二
種
類
の
作

用
が
あ
る
。
こ
の
四
種
の
魂
を
合
わ
せ
て
四し
こ
ん魂
と
い
う
。

　

荒
魂
は
神し
ん
れ
い霊
の
機
能
と
し
て
の
、
荒
々
し
い
側
面
を

持
つ
。
台
風
や
洪
水
と
い
っ
た
自
然
災
害
に
代
表
さ
れ

る
怒
れ
る
神
の
魂
。

　

和
魂
は
荒
魂
に
対
す
る
も
の
で
、
神
霊
の
機
能
と
し

て
の
、
人
間
に
対
す
る
平
和
的
側
面
を
持
つ
。
雨
や
日

光
の
恵
み
な
ど
穏
や
か
な
神
の
魂
。

　

奇
魂
は
和
魂
の
一
つ
で
神
の
奇
跡
。
神
霊
の
機
能
と

し
て
、
特
に
医
薬
の
分
野
で
用
い
ら
れ
、
人
命
に
対
す

る
神
の
魂
。

　

幸
魂
は
和
魂
の
一
つ
で
豊
穣
・
豊
漁
な
ど
。
神
霊
の

機
能
と
し
て
、
特
に
産
業
に
関
わ
る
神
の
魂
。

　

伊
勢
神
宮
に
は
内
宮
に
天
照
大
御
神
の
荒
御
魂
（
荒

魂
）
を
祀
る
荒
あ
ら
ま
つ
り
の
み
や

祭
宮
と
外
宮
に
豊
受
大
御
神
の
荒
御
魂

を
祀
る
多た
が
の
み
や

賀
宮
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

伊
勢
神
宮
で
は
、神
様
の
御
魂
の
穏
や
か
な
姿
を
、「
和

御
魂
」
と
申
し
上
げ
る
の
に
対
し
て
、
時
に
の
ぞ
ん
で
、

格
別
に
顕
著
な
ご
神
威
を
あ
ら
わ
さ
れ
る
御
魂
の
は
た

ら
き
を
、「
荒
御
魂
」
と
称
え
て
い
る
事
か
ら
、
当
社
の

ご
祭
神
の
吉
備
津
彦
命
は
他
の
同
神
を
祀
る
神
社
よ
り

も
、
更
に
格
別
な
神
威
が
あ
る
崇
高
な
神
様
と
し
て
祀

ら
れ
て
い
る
事
が
窺
え
る
。

５月 16 日（日）に実施される第３回巫女体験（岡山県神社庁教化委員会主催）P ３に続く
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安
原
伝
兵
衛
物
語

　

伏
見
城
か
ら
の
帰
り
も
伝
兵
衛
に
は

不
自
由
な
旅
だ
っ
た
。
坂
根
口
留
番
所

ま
で
戻
っ
た
と
き
、
終つ
い

の
棲す
み
か家
は
銀
山

し
か
な
い
と
悟
っ
た
。

　

十
八
年
前
、
こ
の
番
所
で
捕ほ
ば
く縛
さ
れ

た
時
か
ら
銀
山
の
暮
し
が
始
ま
っ
た
。

(

こ
こ
ま
で
来
れ
た
の
は
神
仏
の
加
護
の

賜
物
だ)

　

こ
の
信
念
を
一
層
強
く
し
た
。
だ
か

ら
天
下
人
に
拝
謁
し
た
こ
と
を
誇
り
と

す
る
こ
と
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
自
慢

話
も
し
な
い
。
高
価
な
胴
服
も
自
分
に

は
そ
ぐ
わ
な
い
と
感
じ
て
清
水
寺
に
寄

贈
し
た
。

　

天
下
一
の
山
師
と
な
り
徳
川
家
康
の

折
り
紙
が
つ
い
て
も
以
前
と
少
し
も
変

わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。「
あ
い
つ
は
や
っ

ぱ
り
変
わ
り
者
だ
」
と
言
わ
れ
て
し
ま

う
。

　

長
安
は
天
下
一
の
金
山
、
銀
山
奉
行

の
誉
れ
高
く
、
名
声
を
利
用
せ
ん
と
集

ま
る
人
々
は
絶
え
な
か
っ
た
。

　

幕
府
の
要
人
と
親
密
な
交
際
に
は
ふ

ん
だ
ん
に
金
を
使
っ
た
か
ら
有
力
な
人

脈
が
出
来
た
。
長
安
は
子
沢
山
だ
っ
た

か
ら
七
人
の
息
子
多
数
の
娘
を
有
力
な

武
将
の
子
息
子
女
と
結
婚
さ
せ
閨け
い
ば
つ閥
で

き
た
。
婚
儀
に
は
金
に
糸
目
を
つ
け
ず

豪
華
で
評
判
に
な
っ
た
。

　

当
代
記
に
よ
る
と
、
当
時
世
間
に
長

安
が
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
た
か
が

判
る
。

「
諸
国
の
金
山
、
銀
山
へ
の
行
儀
は
夥
お
び
た
だし

く
、
召
使
の
上
じ
ょ
う
ろ
う﨟
女
房
七
、八
十
人
そ
の

使
用
人
合
わ
て
二
百
五
十
人
、
泊
ま
り

の
宿
は
何
れ
も
代
官
所
な
り
…
伝
馬
人

足
以
下
数
を
知
ら
ず
…
の
食
事
も
そ
の

町
々
の
者
こ
れ
つ
と
め
、
こ
れ
が
た
め

に
迷
惑
す
。
日
本
一
の
驕お
ご

り
者
な
れ
ど

も
、
な
ら
び
な
き
出
頭
人
に
て
誰
も
そ

の
様
子
を
申
上
げ
ず
」

　

徳
川
幕
府
が
安
定
す
る
に
つ
れ
、
武

将
に
替
っ
て
謀ぼ
う
し
ょ
う将
が
活
躍
す
る
よ
う
に

な
る
。
そ
の
一
方
旗
頭
が
大お
お
く
ぼ
た
だ
ち
か

久
保
忠
隣

と
大
久
保
長
安
で
、
他
方
本
多
正
信
、

正
純
親
子
だ
っ
た
。

　

両
者
の
権
力
闘
争
は
激
し
く
陰
湿

だ
っ
た
。
双
方
に
死
者
が
出
た
。

　

慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
四
月

二
十
五
日
、
大
久
保
長
安
は
死
亡
し
た
。

享
年
六
十
九
歳
。

　

こ
れ
を
待
っ
て
い
た
本
多
正
信
、
正

純
親
子
は
逆
襲
に
転
じ
、
家
康
の
信
頼

を
取
り
戻
す
。
埋
葬
さ
れ
た
長
安
の
遺

骸
は
掘
り
か
え
さ
れ
、
磔
は
り
つ
け
け
い
刑
に
さ
れ
た
。

七
人
の
息
子
と
主
な
郎
党
は
死
刑
、
財

産
は
没
収
さ
れ
る
と
い
う
苛
酷
な
処
置

で
、
生
前
の
銀
山
開
発
の
功
績
は
一
顧

だ
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

大
久
保
長
安
の
関
係
者
へ
の
嵐
の
よ

う
な
報
復
も
安
原
伝
兵
衛
に
は
波
及
し

な
か
っ
た
。

　

伝
兵
衛
は
こ
の
幸
運
を
ひ
と
え
に
信

仰
す
る
リ
水
観
音
菩
薩
と
早
島
の
産
土

神
御
崎
宮
の
お
蔭
だ
と
、
一
層
感
謝
の

念
を
強
め
た
。
万
事
質
素
で
控
え
目
な

暮
し
と
政
治
に
無
関
心
だ
っ
た
の
で
恨

み
を
買
わ
ず
に
済
ん
だ
と
い
う
の
が
衆

目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

元
和
九
年
（
一
六
二
二
）
八
月
五
日
、

伝
兵
衛
は
釜
屋
間
歩
の
小
屋
で
午
睡
中

に
永
眠
し
た
。　

　

か
つ
て
こ
の
小
屋
で
リ
水
観
音
と
の

甘
美
な
夢
を
見
た
時
の
よ
う
な
陶
酔
し

た
表
情
だ
っ
た
。
今
も
安
原
伝
兵
衛
は

石
見
銀
山
の
安
原
谷
の
墓
所
で
眠
っ
て

15

い
る
。

　

大
久
保
長
安
の
墓
所
は
残
念
な
が
ら

定
か
で
な
い
。
石
見
銀
山
の
大
安
寺
に

長
安
の
逆ぎ
ゃ
く
し
ゅ
つ
か

修
塚
が
残
さ
れ
て
い
る
。
生

前
に
建
立
さ
れ
、
生
き
て
い
る
時
に
七

分
の
六
、
死
後
七
分
の
一
の
往
生
菩
提

の
功
徳
が
得
ら
れ
る
と
言
う
。
七
分
の

六
ど
こ
ろ
か
全
て
を
生
前
に
使
い
果
た

し
た
よ
う
に
思
え
る
逆
修
塚
だ
。

　

か
つ
て
石
見
銀
山
に
は
百
を
越
え
る

寺
と
墓
所
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

銀
山
で
亡
く
な
っ
た
山
師
、掘
子
、吹
工
、

遊
女
の
亡
骸
と
魂
が
草
生
す
蔭
で
眠
っ

て
い
る
。
そ
れ
を
代
表
す
る
の
が
妻め
さ
ん山

神じ
ん

、
山さ
ん
じ
ん神
さ
ん
の
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
山
師
尾
紅

孫
右
衛
門
が
初
め
て
銀
鉱
脈
を
掘
り
当

て
た
。
不
運
に
も
そ
の
直
後
、
孫
右
衛

門
は
妻
お
た
か
と
共
に
非
業
の
死
を
遂

げ
た
。
そ
の
死
を
哀
れ
み
、
崇
り
を
恐

れ
た
人
々
は
祠ほ
こ
らに
祭
っ
た
。
時
を
経
て

祠
は
佐さ
ひ
め
や
ま

毘
売
山
神
社
と
な
っ
た
が
今
で

も
妻
山
神
さ
ん
、
山
神
さ
ん
と
慕
わ
れ

て
い
る
。

　

佐
毘
売
山
神
社
の
祭
で
歌
わ
れ
る
の

は
「
サ
ン
ヤ
節
」。

　

山
も
水
か
れ
鏈く
さ
りも
つ
づ
け　

末
は
鶴

亀
五
葉
松　

さ
て
も
美
事
や
切
地
の
さ

ま
よ　

六
方
と
じ
鏈
の
む
は
大
黒　

歌

う
は
恵
比
寿　

酌
を
と
る
の
は
弁
才
天

チ
ヨ
イ
チ
ヨ
イ
サ
ン
ヤ

大久保　長安
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現
代
ま
で
歌
い
継
が
れ
て
き
た
。
日

が
暮
れ
て
御
神
灯
の
明
か
り
の
下
、
善

男
男
女
が
夜
が
更
け
て
も
歌
い
踊
る
。

昔
の
自
然
に
還
っ
た
銀
山
七
谷
へ
嫋
じ
ょ
う
じ
ょ
う々

と
流
れ
る
サ
ン
ヤ
節
は
、
ご
先
祖
へ
の

賛
歌
で
あ
り
鎮
魂
歌
だ
。

　

今
日
、
石
見
銀
山
が
世
界
文
化
遺
産

に
選
ば
れ
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
環
境

破
壊
を
起
こ
さ
ず
、　　
　
　
　
　
　
　

人
が
自
然
と
共
に
生
き
て
き
た
こ
と
だ
。

ご
先
祖
は
自
然
と
優
し
く
向
き
あ
っ
て

き
た
。
同
時
代
の
ブ
ラ
ジ
ル
、
メ
キ
シ

コ
、
ペ
ル
ー
な
ど
の
金
山
、
銀
山
で
は
、

足
を
鎖
で
つ
な
い
だ
奴
隷
や
ダ
イ
ナ
マ

イ
ト
を
使
用
し
た
開
発
だ
っ
た
か
ら
そ

の
違
い
は
歴
然
と
し
て
い
る
。〈
了
〉

　 　

平
成
二
十
五
年
四
月
発
行
の
社
報

「
つ
る
さ
き
」
第
三
十
一
号
か
ら
掲
載

を
続
け
て
参
り
ま
し
た
「
安
原
伝
兵

衛
物
語
」
は
今
回
で
完
結
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
に
西
宮
市
在
住
の

板
垣
衛
武
氏
が
執
筆
し
、
寄
贈
頂
き

ま
し
た
文
芸
誌
を
氏
子
の
皆
さ
ん
に

ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
た
く
連
載
を

行
っ
た
次
第
で
す
が
、
何
分
長
き
に

亘
っ
た
た
め
、
も
う
一
度
初
め
か
ら

通
読
さ
れ
た
い
方
は
当
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
社
報
」
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。

　

巫女体験
　昨年予定致しておりました巫女体験
は新型コロナウイルス感染症拡大によ
り、中止となりましたが、本年も当社
の春季大祭に併せて第３回巫女体験（岡
山県神社庁教化委員会主催）を実施致
します。
　県内外から集まった 20 名の女性が巫
女の衣装を着けて、供膳祭の奉仕や祭
祀舞を奉納致します。
　写真撮影も出来ますので、春季大祭

（供膳祭）共々御参拝並びに見学にお越
し下さい。

　5 月 16 日（日）
　午前 10 時〜供膳祭奉仕
　午後３時〜祭祀舞奉納

境
内
樹
木
伐
採

　

三
月
十
三
日
、
境
内
の
鹿
島
神
社
西

と
同
狛
犬
付
近
に
高
く
伸
び
た
二
本
の

黒
松
の
大
枝
が
茂
っ
て
鹿
島
神
社
の
屋

根
を
覆
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
二
本
共

伐
採
し
た
。

　

ま
た
、
同
十
九
日
手
水
舎
西
に
枝
を

広
げ
る
泰
山
木
が
繁
っ
て
駐
車
場
や
付

吉
備
津
彦
神
社
神
職
が
正
式
参
拝

　

二
月
二
十
四
日
、
吉
備
津
彦
神
社
の

中
川
禰
宜
、
中
島
権
禰
宜
が
正
式
参
拝

さ
れ
、
社
殿
と
参
集
殿
を
見
学
し
、
神

社
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

※新型コロナウイルス感染拡大の状況によって
は中止する場合もあります。

近
の
民
家
に
大
き
な
葉
を
落
と
す
の
で

樹
高
を
下
げ
て
枝
打
ち
を
行
っ
た
。

　

こ
の
泰
山
木
は
六
月
に
な
る
と
大
き

な
真
っ
白
い
高
貴
な
花
を
付
け
、
参
拝

者
や
道
行
く
人
の
心
を
和
ま
せ
て
い
た
。

数
年
す
る
と
ま
た
、
美
し
く
咲
く
こ
と

で
あ
ろ
う
。
作
業
は
何
れ
も
「
空
師
」

と
呼
ば
れ
る
特
殊
技
能
を
持
っ
た
職
人

に
よ
り
行
わ
れ
た
。

拝殿にて正式参拝を行う吉備津神社神職　境内の桜
　　　　　（3 月 29 日）

　本殿の初雪　　　　　
　　　　　（1 月 12 日）
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祭
事
暦

五
月
十
五
日
（
土
）［
午
後
七
時
］　

　
　
　

八
幡
神
社
春
季
大
祭   

         （
露
店
あ
り
）

五
月
十
六
日
（
日
）［
午
前
十
時
］　

　
　
　

鶴
﨑
神
社
春
季
大
祭

　
　
　
【
供
膳
祭
】

七
月
三
十
日
（
金
）［
午
後
五
時
］　

　
　
　

夏
越
祭
【
輪
く
ぐ
り
祭
】　　

　
　
　
（
露
店
あ
り
）

毎
月
一
日
（
午
前
九
時
）
月
次
祭

  

諸
祈
祷
・
出
張
祭
の
案
内

♦
初
宮
詣
・
交
通
安
全
・
厄
除
・
安
産
・

　

家
内
安
全
・
病
気
平
癒･

そ
の
他

♦
地
鎮
祭
・
上
棟
祭
・
家
移
清
祓
・

　

宅
神
祭
・
結
婚
式
・
神
葬
祭
等

ご
希
望
の
方
は
前
も
っ
て
ご
連
絡
下

さ
い
。

　祈祷／出張祭は　　

　　　予 約
  をお願いします。

482-0097

奉 

納 

品

軾
ひざつき

（永原耕吉）

　正月の参拝者を迎えたイ草のウシ

イ
草
の
干
支
展
示

総
代
の
異
動

無津

曽
我　

均
一
郎

早
島
町
早
島
七
八
二

澤
田　

順
一

　
早
島
町
早
島
五
七
一

退任新任

（
令
和
３
年
４
月
１
日
付
）

　

神
社
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
始
め
ま
し
た
。
祭
典
、

お
知
ら
せ
等
を
始
め
毎
日
の
神
社
の
様
子
を
写
真
と
共
に

紹
介
し
ま
す
。
フ
ォ
ロ
ー
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ｉｎｓｔａｇｒａｍ
ユーザーネーム　turusaki0097

　

今
回
は
年
末
か
ら
、
BS

日
本
テ
レ
ビ
「
音
の
ソ

ノ
リ
テ
ィ
ー
」
が
十
一

月
と
十
二
月
の
二
度
訪

れ
、
公
開
日
の
十
二
月

二
十
五
日
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、

山
陽
放
送
、
岡
山
放
送
、

西
日
本
放
送
、倉
敷
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、
山
陽
新

聞
、
朝
日
新
聞
が
取
材

に
訪
れ
た
。

　

元
旦
に
は
倉
敷
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

よ
る
新
春
生
放
送
が
当
社
か
ら
中
継
さ

れ
、
吉
本
興
業
所
属
の
エ
ニ
シ
ン
グ
Ｏ

Ｋ
！
こ
と
江
西
あ
き
よ
し
氏
と
晴
れ
着

姿
の
局
ア
ナ
が
神
社
参
拝
を
行
い
、
イ

草
の
ジ
ャ
ン
ボ
ウ
シ
を
見
な
が
ら
の
掛

合
が
あ
り
、
厄
除
け
玉
を
投
げ
て
厄
祓

い
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
岡
山
FM
放
送

の
取
材
が
行
わ
れ
た
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
イ
草
の

ジ
ャ
ン
ボ
干
支
（
ウ
シ
）
を
年
末
か
ら

節
分
ま
で
境
内
に
展
示
し
た
。

　新春生放送の１コマ


